


　

吉
原
を
拠
点
と
し
て
安
永
元
年（
1
7
7
2
）

に
出
版
界
に
デ
ビュ
ー
し
た
重
三
郎
は
、天
明
3

年（
1
7
8
3
）９
月
に
、日
本
橋
の
通
油
町（
と

お
り
あ
ぶ
ら
ち
ょ
う
）（
現
東
京
都
中
央
区
大
伝

馬
町
）に
店
舗
と
倉
庫
用
の
蔵
を
購
入
し
、新
た

な
拠
点
と
し
た
。吉
原
細
見
を
販
売
し
て
い
た

五
十
間
道
の
店
は
手
代
の
徳
三
郎
に
任
せ
、重

三
郎
は
通
油
町
で
耕
書
堂
を
新
規
開
店
し
た
。

　
日
本
橋
への
移
転
と
は
、単
に
拠
点
を
移
し
た

だ
け
で
は
な
く
、地
本
問
屋
の
株
を
掌
中
に
収

め
た
こ
と
も
意
味
し
た
。日
本
橋
は
江
戸
経
済

の
中
心
地
で
、さ
ら
に
江
戸
の
富
が
集
ま
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
文
化
や
情
報
の
中
心
地
で
も
あ

っ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、江
戸
の
出
版
界
を
リ
ー
ド

す
る
書
物
問
屋
や
地
本
問
屋
も
数
多
く
店
を

構
え
て
い
た
。書
物
問
屋
で
は
須
原
屋
茂
兵
衛

が
日
本
橋
の
通
一
丁
目
、須
原
屋
市
兵
衛
は
室

町
二
丁
目
、地
本
問
屋
で
は
重
三
郎
の
ラ
イ
バル

と
な
る
鶴
屋
喜
右
衛
門
が
通
油
町
に
店
を
構

え
た
。問
屋
の
み
な
ら
ず
、一
流
ど
こ
ろ
の
版
元

や
書
店
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
重
三
郎

は
、吉
原
の
書
店
・

版
元
か
ら
、江
戸
の

主
要
な
出
版
事
業

者
と
な
る
地
本
問

屋
に
出
世
す
る
。

武
士
の
世
界
に
せ

よ
、町
人
の
世
界
に
せ
よ
、当
時
は
世
襲
全
盛
の

時
代
だ
っ
た
。し
か
し
、何
の
経
験
も
な
く
出
版

と
い
う
未
知
の
業
界
に
飛
び
込
ん
で
か
ら
わ
ず

か
１０
年
ほ
ど
で
、江
戸
の
一
等
地
日
本
橋
に
地

本
問
屋
と
し
て
店
を
構
え
る
ま
で
に
な
っ
た
の

は
ま
さ
に
奇
跡
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。重
三
郎

３４
歳
の
時
で
あ
る
。吉
原
か
ら
日
本
橋
へ
の
進

出
を
機
に
、重
三
郎
の
出
版
事
業
は
大
い
な
る

飛
躍
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

　

安
永
9
年（
1
7
8
0
）、重
三
郎
は
黄
表

紙
の
出
版
を
開
始
す
る
。黄
表
紙
は
、草
双
紙

（
庶
民
向
け
の
絵
入
り
読
み
物
）の
一
種
で
、読

者
層
を
大
人
に
想
定
し
た
娯
楽
小
説
だ
。草

双
紙
は
時
代
に
よ
っ
て
呼
び
名
が
異
な
り
、赤

本
、黒
本
、青
本
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、安
永
4

年（
1
7
7
5
）に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
恋
川
春
町
作

の「
金
々
先
生
栄
花
夢（
き
ん
き
ん
せ
ん
せ
い
え

い
が
の
ゆ
め
）」の
表
紙
が
黄
色
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、黄
表
紙
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の

後
、朋
誠
堂
喜
三
二（
ほ
う
せ
い
ど
う
き
さ
ん

じ
）の「
当
世
風
俗
通（
と
う
せ
い
ふ
う
ぞ
く
つ

う
）」が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、同
ス
タ
イ
ル
の
小

説
が
次
々
と
出
版
さ
れ
る
。春
町
、喜
三
二
の
出

版
物
は
鱗
形
屋
が
扱
っ
て
い
た
が
、鱗
形
屋
は

安
永
4
年
に
手
代
が
起
こ
し
た
重
版
事
件
で

処
罰
さ
れ
た
た
め
、経
営
難
か
ら
立
ち
直
れ
ず

に
、江
戸
の
出
版
界
か
ら
退
場
す
る
。

　

鱗
形
屋
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
春
町
や
喜
三

二
の
黄
表
紙
を
出
版
し
、二
人
を
専
属
的
な
作

家
に
出
来
た
の
が
重
三
郎
だ
っ
た
。黄
表
紙
は
、

当
時
の
流
行
や
世
相
を
、文
章
や
絵
を
巧
み
に

織
り
交
ぜ
た
内
容
で
、大
人
の
読
者
向
け
の
娯

楽
小
説
と
し
て
人
気
を
博
し
た
。恋
川
春
町
は

駿
河
小
島
藩
士
の
倉
橋
格
と
い
う
武
士
で
あ
り
、

朋
誠
堂
喜
三
二
は
秋
田
藩
士
の
平
沢
常
富
と
い

う
武
士
だ
っ
た
。二
人
と
も
武
士
の
身
分
で
あ
り

な
が
ら
、ペン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
黄
表
紙
や
洒
落

本
を
執
筆
し
、人
気
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
。

 　

黄
表
紙
市
場
が
活
況
を
呈
す
る
中
、蔦
屋

重
三
郎
は
山
東
京
伝
と
い
う
新
た
な
才
能
を

発
掘
す
る
。京
伝
は
質
屋
の
息
子
と
し
て
生
ま

れ
、若
い
頃
か
ら
浮
世
絵
師
の
北
尾
重
政
に
絵

を
学
ん
で
い
た
。

　

文
才
に
も
長
け
て
お
り
、
安
永
7
年

（
1
7
7
8
）に
黄
表
紙「
開
帳
利
益
札
遊
合

（
か
い
ち
ょ
う
り
や
く
の
め
く
り
あ
い
）」で
デ
ビュー

し
た
。京
伝
の
才
能
に
注
目
し
た
重
三
郎
は
、当

初
は
挿
絵
を
依
頼
し
て
い
た
が
、や
が
て
黄
表

紙
の
執
筆
も
依
頼
す
る
よ
う
に
な
る
。天
明
5

年（
1
7
8
5
）に
出
版
し
た「
江
戸
生
艶
気

樺
焼（
え
ど
う
ま
れ
う
わ
き
の
か
ば
や
き
）」は
大

ヒ
ッ
ト
し
、京
伝
の
代
表
作
と
な
る
。

　
こ
の
ヒ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
、重
三
郎
は
京
伝
に

洒
落
本
の
執
筆
を
依
頼
す
る
。京
伝
は
期
待
に
応

え
、天
明
7
年（
1
7
8
7
）に「
通
言
総
籬（
つ
う

げ
ん
そ
う
ま
が
き
）」を
出
版
し
、こ
の
作
品
は
洒

落
本
の
代
表
作
と
な
る
。京
伝
は
洒
落
本
の
第
一

人
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、そ
の
陰
に
は
重

三
郎
の
卓
越
し
た
プ
ロ
デ
ュー
ス
が
あ
っ
た
。

出
版
事
業
を
拡
大
し

日
本
橋
に
進
出

黄
表
紙
の
隆
盛

山
東
京
伝
の
登
場

蔦
屋
重
三
郎
は
江
戸
時
代
の
安
永
元
年（
1
7
7
2
）に
、浅
草
・
吉
原
で
貸
本
屋
を
開
業
し
、わ
ず
か
10
年
ほ
ど
で
江

戸
の
出
版
界
を
リ
ー
ド
す
る
地
位
を
固
め
、才
能
の
あ
る
作
家
や
絵
師
を
発
掘
し
、「
江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
王
」、「
江
戸
文

化
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。世
襲
に
よ
る
既
得
権
益
の
継
承
が
主
流
の
時
代
に
、一
代
で
の
劇
的
な

躍
進
の
背
景
に
は
、田
沼
意
次
に
よ
る
経
済
活
性
化
策
と
社
会
の
自
由
化
が
あ
る
。重
三
郎
は
そ
の
時
流
に
乗
っ
て
出
版

メ
デ
ィ
ア
の
新
た
な
企
画
を
連
発
し
、江
戸
文
化
を
け
ん
引
し
た
の
だ
っ
た
。

蔦
屋
重
三
郎
の
卓
越
し
た
手
腕

T
su
tay
a           Ju

zabu
ro

江
戸
の
出
版
界
に
旋
風
起
こ
す「
江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
王
」 
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天
明
飢
饉
と
田
沼
意
知
の
刺
殺
事
件

COLUMN

コラム

　

天
明
２
年（
1
7
8
2
）よ
り
冷
害
に
よ

る
凶
作
が
深
刻
化
し
、天
明
の
大
飢
饉
が

起
こ
っ
た
。翌
3
年
は
浅
間
山
が
噴
火
し

て
冷
害
に
拍
車
を
か
け
、米
は
不
作
に
加

え
商
人
に
よ
る
買
い
占
め
、売
り
惜
し
み
で

価
格
が
高
騰
し
、上
野
国
で
は
農
民
一
揆

が
発
生
し
た
。東
北
地
方
で
も
米
価
高
騰

に
苦
し
む
窮
民
た
ち
が
商
人
の
居
宅
を
襲

い
、米
騒
動
の
波
が
江
戸
に
及
ぶ
の
も
時

間
の
問
題
と
な
っ
た
。意
次
は
幕
政
の
ト
ッ

プ
と
し
て
米
価
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、天

明
4
年
正
月
に
は
米
問
屋
や
仲
買
た
ち
に

米
穀
を
販
売
す
る
よ
う
に
強
く
促
し
、米

蔵
の
見
分
な
ど
も
実
施
し
た
。し
か
し
そ

の
効
果
は
薄
く
、同
年
2
月
に
は
江
戸
近

郊
の
武
蔵
国
で
一
揆
が
発
生
し
、江
戸
市
中

に
は
不
穏
な
空
気
が
流
れ
た
。

　

天
明
飢
饉
と
同
時
期
に
、意
次
は
そ
の
身

代
を
受
け
継
が
せ
る
た
め
、嫡
男
意
知
の

地
位
を
引
き
上
げ
た
。天
明
３
年
11
月
に
、

意
知
は
老
中
に
次
ぐ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る

若
年
寄
に
抜
擢
さ
れ
、父
意
次
と
同
様
に

側
用
人
を
事
実
上
兼
任
す
る
立
場
と
な

る
。譜
代
大
名
や
幕
臣
か
ら
の
妬
み
を
受

け
た
も
の
の
、意
次
・
意
知
父
子
は
親
子
揃

っ
て
権
勢
を
ふ
る
う
こ
と
に
な
っ
た
。意
次

は
ま
さ
に
絶
頂
の
時
を
迎
え
る
が
、天
明

４
年
３
月
、意
知
が
江
戸
城
内
で
旗
本
の

佐
野
善
左
衛
門
政
言
に
斬
ら
れ
絶
命
す
る

大
事
件
が
勃
発
し
た
。

　

こ
の
事
件
の
背
景
と
し
て
は
、佐
野
が

役
職
を
得
た
い
た
め
意
次
の
家
臣
に
大
金

を
送
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
叶
わ
な
か
っ
た

こ
と
や
、佐
野
家
の
家
系
図
を
意
知
に
渡

し
た
が
返
さ
れ
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
遺
恨

説
の
ほ
か
、正
義
感
か
ら
刃
傷
に
及
ん
だ

と
す
る
説
が
あ
る
。そ
し
て
、佐
野
が
切
腹

し
た
翌
日
か
ら
高
騰
し
て
い
た
米
価
が
下

が
り
始
め
た
た
め
、佐
野
は「
世
直
し
大
明

神
」と
英
雄
視
さ
れ
る
現
象
が
起
こ
る
。米

価
の
下
落
は
幕
府
の
引
き
下
げ
策
の
効
果

が
出
始
め
た
と
見
る
の
が
自
然
だ
が
、民

衆
は
佐
野
を
神
格
化
し
、田
沼
政
権
は
商

人
と
結
託
し
て
庶
民
を
苦
し
め
る
と
す
る

負
の
イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
に
ふ
く
ら
み
、意

次
失
脚
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
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蔦
屋
重
三
郎
は
、黄
表
子
や
洒
落
本
の
出

版
で
江
戸
の
出
版
界
を
牽
引
し
始
め
る
が
、

狂
歌
本
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
挑
戦
す
る
。狂
歌
と

は
、和
歌
の
形
式
を
保
ち
つ
つ
、通
俗
的
な
言

葉
で
諧
謔
、滑
稽
、諷
刺
の
精
神
を
盛
り
込
ん

だ
短
歌
の
こ
と
。そ
の
歴
史
は
古
く
、鎌
倉
・

室
町
時
代
か
ら
存
在
し
、江
戸
時
代
に
は
大

衆
文
芸
と
し
て
発
展
す
る
。田
沼
時
代
に
は

狂
歌
ブ
ー
ム
が
上
方
か
ら
江
戸
に
移
り
、天

明
期（
1
7
8
1
〜
9
）に
は
最
高
潮
に
達

し
、天
明
狂
歌
の
時
代
が
到
来
し
た
。狂
歌
師

た
ち
は
狂
名
と
呼
ば
れ
る
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い

た
。例
え
ば
天
明
狂
歌
三
大
家
の
一
人
で
あ
る

四
方
赤
良
は
戯
作
者
の
大
田
南
畝
だ
っ
た
。

　

南
畝
は
、若
い
頃
か
ら
文
才
が
注
目
さ
れ
、

漢
詩
集
や
狂
詩
集
を
刊
行
し
、洒
落
本
に
も

進
出
し
た
。黄
表
紙
に
も
進
出
し
、つ
い
に
は

文
芸
評
論
家
と
し
て
文
学
界
か
ら
認
め
ら
れ

る
ほ
ど
の
重
鎮
と
な
る
。重
三
郎
は
、南
畝
に

執
筆
を
依
頼
し
、黄
表
紙
評
判
記
な
ど
を
刊

行
し
た
。重
三
郎
は
、様
々
な
機
会
を
通
じ
て

南
畝
と
の
交
遊
を
深
め
、吉
原
も
二
人
の
交

流
の
舞
台
と
な
っ
た
。二
人
が
信
頼
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
は
、南
畝
が
重
三
郎
の
母
の
顕
彰
文

を
書
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

重
三
郎
は
狂
歌
本
を
出
版
す
る
一
方
で
、狂

歌
師
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
。自
分
も
狂
歌

を
詠
み
は
じ
め
た
の
だ
。屋
号
の
蔦
屋
と
本
名

の
喜
多
川
柯
理
に
ち
な
み
、狂
名
は
蔦
唐
丸

と
い
う
。こ
れ
に
よ
り
、狂
歌
本
の
出
版
で
は

他
の
版
元
よ
り
も
断
然
有
利
な
立
場
を
得
た

こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。狂
歌
師
と
の
距
離
を
近

づ
け
る
こ
と
は
、版
元
に
と
っ
て
狂
歌
本
出
版

の
早
道
で
あ
る
。そ
の
手
段
と
し
て
、狂
歌
師

の
顔
を
持
つ
こ
と
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
明
年
間
は
狂
歌
が
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
た

が
、重
三
郎
は
文
学
と
絵
画
を
融
合
さ
せ
た

狂
歌
絵
本
と
い
う
新
機
軸
を
編
み
出
す
。当

時
の
美
人
画
は
鳥
居
清
長
が
一
番
人
気
だ
っ

た
が
、重
三
郎
は
歌
麿
を
同
じ
土
俵
で
は
な

く
、狂
歌
絵
本
と
い
う
違
う
土
俵
で
勝
負
さ

せ
る
戦
略
を
立
て
た
。天
明
末
か
ら
寛
政
時

代
に
入
る
と
、い
よ
い
よ
歌
麿
の
芸
術
が
絶
頂

期
に
向
か
っ
て
い
く
。こ
の
時
期
、歌
麿
の
代
表

作
と
な
る
大
首
絵
の
美
人
画
が
登
場
す
る
。

な
か
で
も
寛
政
３
年
か
ら
５
年
に
か
け
て
、蔦
屋

と
歌
麿
は
蜜
月
時
代
を
謳
歌
し
た
の
だ
っ
た
。

蔦屋重三郎関係年表
寛延３年（1750）
宝暦10年（1760）

明和４年（1767）
明和６年（1769）
明和９年・安永元年（1772）
安永２年（1773）
安永３年（1774）
安永４年（1775）
安永６年（1777）
安永９年（1780）
天明元年（1781）

天明３年（1783）

天明４年（1784）
天明６年（1786）

天明７年（1787）

天明８年（1788）

寛政元年（1789）

寛政２年（1790）

寛政３年（1791）

寛政４年（1792）

寛政５年（1793）
寛政６年（1794）
寛政７年（1795）
寛政８年（1796）
寛政９年（1797）

１才
11才

18才
20才
23才
24才
25才
26才
28才
31才
32才

34才

35才
37才

38才

39才

40才

41才

42才

43才

44才
45才
46才
47才
48才

1月7日 ： 吉原で生まれる。 父は丸山重助と母は広瀬津与
５月 ： 徳川家治が10代将軍となる
前将軍家重の御側御用取次田沼意次、引き続き家治の御側御用取次を勤める
7月 ： 意次、側用人に昇進
８月 ： 意次、老中格に昇進
1月 ： 意次、老中に昇格。 この年、吉原大門口の五十間道で書店耕書堂を開店。
この年、吉原細見の販売を開始
7月 ： 遊女評判記『一目千本』（最初の出版物）を刊行
7月 ： 吉原細見の出版を開始
この年、富本節正本・稽古本を出版できる株を取得
この年より、黄表紙、洒落本、往来物の出版を開始
閏5月 ： 一橋治済長男豊千代（後の家斉）、将軍継嗣となる
12月15日 ： 意次嫡男田沼意知、奏者番に抜擢
7月 ： 浅間山の大噴火
9月20日 ： 西上野で上信騒動勃発
9月 ： 通油町の地本問屋丸屋小兵衛店舗と蔵を買い取り、移転。地本問屋の株も入手
11月1日 ： 意知、若年寄に昇進。この年より狂歌本の出版を開始(後に狂歌絵本も出版)
3月24日 ： 意知、江戸城中で新番佐野善左衛門に斬られる（26日に死去）
6月29日 ： 全国御用金令発令
8月24日 ： 御用金令、印旛沼干拓工事中止   25日：将軍家治死去    27日：意次、老中辞職
9月6日 ： 御三家、家治の遺言により幕政に参与（9/7、一橋治済も幕政に参与）
閏10月5日 ： 意次、２万石減封と謹慎を命じられる
12月15日 ： 御三家が幕閣に対し、松平定信を老中に推挙（翌年2/28、幕閣は定信の起用を拒否）
4月15日 ： 家斉が将軍職就任
5月20日 ： 江戸で大規模な米騒動勃発  29日：定信起用に反対する御側御用取次横田準松罷免
6月19日 ： 定信、老中首座に就任
10月2日 ： 意次、二万七千石没収、隠居、蟄居謹慎を命じられる
１月 ： 朋誠堂喜三二『文武二道万石通』出版
7月24日 ： 意次死去（享年七十）
１月 ： 恋川春町『鸚鵡返文武二道』出版
7月 ： 春町死去
５月 ： 町奉行所が書物問屋仲間に出版取締令を布告
10月 ： 町奉行所が地本問屋仲間に行事を置くことを命じる
３月 ： 書物問屋仲間に加入。出版取締令違反により山東京伝の洒落本『仕懸文庫』など三冊が
絶版。 京伝は手鎖五十日、重三郎と行事二人は身上に応じた重過料の判決が町奉行所で下る
５月 ： 林子平の『三国通覧図説』、『海国兵談』が絶版、子平は仙台での蟄居
版元の須原屋市兵衛は過料30貫文、行事は過料10貫文の判決が町奉行所で下る
7月23日 ： 定信、老中退任   ８月、美人画でモデルの名前を書き入れることが禁止
５月 ： 東洲斎写楽の役者絵を大量に出版(～翌年1月)
3月25日 ： 伊勢松坂に赴き国学者本居宣長と対面
8月14日 ： 美人画で判じ絵を書き入れることが禁止。秋、脚気が重くなり病の床に就く
5月6日 ： 重三郎病没。山谷の菩提寺正法寺に葬られる

狂
歌
師
大
田
南
畝
と
の
交
流

蔦
屋
と
歌
麿
の
蜜
月
時
代

『不忍池の落鳫』 喜多川歌麿 画 
国立国会図書館デジタルコレクション

喜
多
川
歌
麿

COLUMN

コラム
　

歌
麿
は
宝
暦
3
年（
1
7
5
3
）に
生

ま
れ
た
と
さ
れ
、重
三
郎
よ
り
3
才
年
下

だ
っ
た
。出
生
地
は
江
戸
、川
越
、京
都
な

ど
諸
説
あ
る
。浮
世
絵
師
の
略
伝
・
作
風

な
ど
を
考
証
し
た
史
料「
浮
世
絵
類
考
」

に
よ
れ
ば
、歌
麿
の
名
前
は
勇
助
で
、町

人
・
農
民
の
家
に
生
ま
れ
た
の
か
、武
士

の
家
に
生
ま
れ
た
の
か
、そ
の
出
自
は
定

か
で
は
な
い
。少
年
の
頃
、浮
世
絵
師
の

鳥
山
石
燕
に
入
門
し
て
狩
野
派
の
絵
を

学
ん
だ
。石
燕
は
妖
怪
図
を
得
意
と
し
た

絵
師
で
、門
人
に
は
恋
川
春
町
、歌
川
派

の
祖
と
な
る
歌
川
豊
春
た
ち
が
い
た
。

　

歌
麿
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は
、明
和
７
年

（
1
7
7
0
）に
出
版
さ
れ
た
歳
旦
帳『
ち

よ
の
は
る
』の
挿
絵
で
あ
る
。俳
諧
の
宗

匠
な
ど
が
年
頭
に
あ
た
り
、一
門
が
詠
ん

だ
歳
旦（
元
旦
）や
歳
暮
の
発
句
を
集
め

た
も
の
が
歳
旦
帳
で
、歌
麿
は
茄
子
を
詠

ん
だ
句
に
寄
せ
て
茄
子
の
絵
を
描
い
て
い

る
。当
時
の
画
号
は「
石
要
」だ
っ
た
。そ
の

後
、歌
麿
は「
北
川
豊
章
」の
画
号
で
、黄

表
紙
の
挿
絵
を
数
多
く
描
く
。歌
麿
が
デ

ビ
ュ
ー
し
た
明
和
年
間（
1
7
6
4
〜

7
2
）は
、七
、八
色
も
の
豊
富
な
色
を
費

や
し
た
多
色
摺
り
の
浮
世
絵
木
版
画
で

あ
る
錦
絵
が
誕
生
し
た
時
代
だ
っ
た
。

主
要
参
考
文
献

：「
蔦
屋
重
三
郎
と
田
沼
時
代
の
謎
」安
藤
優
一
郎
著

文 

： 

木
下
直
也
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地元問屋・版元

幕府
2
0
2
5
年  

N
H
K 

大
河
ド
ラ
マ

蔦
重
栄
華
乃
夢
噺（
つ
た
じ
ゅ
う
え
い
が
の
ゆ
め
ば
な
し
）

全
体
相
関
図

主
な
登
場
人
物

（
枠
内
下
段
は
演
者
） と

浪人
しんのすけ

新之助
井之脇 海

葛飾北斎の師匠
かつかわ しゅんしょう

勝川春章
前野朋哉

「錦絵」の永寿堂
にしむらや よはち

西村屋与八
 西村まさ彦

11代将軍・家斉の “父”
ひとつばし はるさだ

一橋治済
生田斗真

大奥総取締
たかおか

高岳
冨永 愛

幻の11 代将軍の母
ちほ

知保の方
高梨 臨

幻の11 代将軍
とくがわ いえもと

徳川家基
奥 智哉

松平定信を育てた “母”
ほうれんいん

宝蓮院
花總まり

のちの松平定信
たやす まさまる

田安賢丸
寺田 心

上野国館林藩主
老中首座
まつだいら たけちか

松平武元
石坂浩二

田沼意次の側近
みうら しょうじ

三浦庄司
原田泰造

田沼意次の嫡男
たぬまおきとも

田沼意知
宮沢氷魚

親田沼派の勘定奉行
まつもと ひでもち

松本秀持
吉沢 悠

小説「鬼平犯科帳」主人公
はせがわ へいぞう

長谷川平蔵
中村隼人

商
業
を
重
視

出
版
事
業
を
拡
大 幕政の改革者

たぬま おきつぐ

田沼意次
渡辺 謙

蔦重を地道に支える
留次郎
水沢林太郎

つるべ蕎麦の主
半二郎
六平直政

絵の才能を秘める
唐丸
渡邉斗翔

客
・
作
家
・
そ
の
他

蔦屋

五十間道

盲目の大富豪
とりやま けんぎょう

鳥山検校
市原隼人

天才絵師
きたがわ うたまろ

喜多川歌麿
染谷将太

業
界
最
大
の〝
敵
〞

蔦重と浮世絵の
美人画を仕掛ける

蔦重を慕う

江戸を代表する地本問屋
うろこがたやまごべえ

鱗形屋孫兵衛
片岡 愛之助

「鱗形屋」の跡取り
うろこがたや ちょうべえ

鱗形屋長兵衛
三浦獠太

「鱗形屋」の番頭
とうはち

藤八
徳井 優

京ゆかりの地本問屋
つるや きえもん

鶴屋喜右衛門
風間俊介

書物問屋の店主
すはらや いちべえ

須原屋市兵衛
里見浩太朗

細見改めを請け負う
こいずみ ちゅうごろう

小泉忠五郎
芹澤興人

蔦屋重三郎の妻
てい
橋本 愛

蔦
重
の
永
遠
の
ラ
イ
バ
ル

意
次
と
の
深
い
絆

10 代将軍
とくがわ いえはる

徳川家治
眞島秀和

秋田藩士
ひらさわ つねまさ

平沢常富
尾美としのり

雛形若菜初模様の絵師
いそだ こりゅうさい

礒田湖龍斎
鉄拳

戯作者・発明家
ひらが げんない

平賀源内
安田 顕

「解体新書」の生みの親
杉田玄白
山中聡

協力・友好関係

ライバル対立関係

血縁・師承関係

婚姻関係

ある出会いが運命を変える
うつせみ
小野花梨

松葉屋の看板新造
とよしま
珠城りょう

蔦重を慕う当代一の花魁
誰袖
福原 遥

「一目千本」の中で「葛の花」
志津山
東野絢香

女郎の最高級「呼出」
松の井
久保田紗友

松葉屋吉原の人々

蔦重の義兄
次郎兵衛
中村 蒼

蔦重の幼なじみで伝説の女郎
はなのい　　　  　　ごだいめせがわ　

花の井（五代目瀬川）
小芝風花

江戸のメディア王
　つたや じゅうざぶろう　　　　つたじゅう 

蔦屋重三郎（蔦重)
横浜流星



江
戸
文
化
と

流
行
の
発
信
地

江
戸
文
化
と

流
行
の
発
信
地

　
吉
原
は
幕
府
公
認
の
遊
郭
と
し
て
の
し
き
た

り
や
秩
序
が
あ
り
、非
公
認
の
遊
郭（
岡
場
所
）

と
は
異
な
る
格
式
を
持
ち
、知
識
人
が
集
う
文

化
サ
ロ
ン
と
し
て
の
顔
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。蔦

屋
重
三
郎
は
安
永
4
年（
1
7
7
5
）に
吉
原

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る「
吉
原
細
見
」を
出
版

し
、吉
原
名
物
や
広
告
な
ど
従
来
に
は
無
い
手

法
を
使
っ
て
吉
原
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し

た
。メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
仲
之
町
通
り
に
は

3
月
に
な
る
と
桜
が
植
え
ら
れ
る
な
ど
、ぜ
い

た
く
に
非
日
常
が
演
出
さ
れ
ま
し
た
。地
方
か

ら
江
戸
を
訪
れ
た
人
々
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
も

あ
り
ま
し
た
。吉
原
を
舞
台
に
し
た
文
芸
、歌
舞

伎
、浮
世
絵
な
ど
は
江
戸
の
主
要
な
娯
楽
に
な

り
、遊
女
た
ち
の
髪
型
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
流
行

す
る
な
ど
、吉
原
は
江
戸
文
化
の
中
心
地
で
あ

り
、先
端
的
な
流
行
の
発
信
地
だ
っ
た
の
で
す
。

花園公園

●九郎助稲荷跡

三ノ輪方面▶◀浅草方面
土手通り

仲
之
町
通
り

吉原公園

見返り柳

大門と耕書堂
説明板

大門の街路灯

お歯黒どぶ跡

吉原神社

吉原弁財天

江戸新吉原耕書堂

4

5

7 6
3

1

2

吉
原
遊
郭 

名
所
・
旧
跡
を
め
ぐ
る

浅草寺

吉原 奥浅草

吉
原 

奥
浅
草

江戸城

吉
原
遊
郭
の
名
所
の
一
つ
で
、京
都
の
島
原
遊
郭
の
門
口
の

柳
を
模
し
て
植
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。遊
郭
で
遊

び
、帰
路
に
着
く
客
が
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
、こ
の

柳
の
あ
た
り
で
振
り
返
っ
た
こ
と
か
ら「
見
返
り
柳
」
と
呼

ば
れ
た
そ
う
で
す
。

見
返
り
柳

2

蔦屋重三郎が新吉原の大門前に開業した「耕書堂」を模した施設です。蔦重ゆかりの地巡りの拠点とし
ての役割も持っています。吉原に特化した観光案内や、お土産品の販売などもあり、夜間はシャッターに
描かれた浮世絵をライトアップしています。

江戸新吉原耕書堂1

吉原遊郭は風紀の乱れを警戒する幕府によって市街地
から隔離されていました。遊女の逃亡を防ぐため、周囲
は黒板塀が廻らされ、その外側には「お歯黒どぶ」と呼
ばれる堀が設けられていました。吉原遊郭は現代の常
識とはかけ離れた負の側面も持っていました。

吉原遊郭のお歯黒どぶの石垣跡3

江戸時代の吉原遊廓内にお祀りされていた吉徳稲荷社、榎本稲荷社、明石稲荷社、開運稲荷社、
九郎助稲荷社の５つの稲荷神社と、新吉原花園池に鎮座する吉原弁財天が合祀され、総称して吉
原神社と名付けられました。社殿は関東大震災で焼失し昭和９年（1934）に再建、その後昭和20
年（1945）の東京大空襲で焼失後、昭和43年（1968）に現社殿が再建されました。

吉原弁財天 花の吉原名残の碑4 吉原神社5

大門の街路灯7

明暦３年（1657）の大火後、
日本橋にあった吉原遊郭は幕
府の命令で浅草千束村（現台
東区千束）に移転し、「新吉
原」が誕生しました。吉原大
門が廓への唯一の公式通路
で、門は幾度か建て替えられ
ましたが、関東大震災で焼失
し、現在は大門の柱を模した
名残の街灯が建っています。
安永元年（1772）に重三郎は
大門の入口に書店「耕書堂」
を開店し、天明3年（1783）
に日本橋に進出します。

べ
ら
ぼ
う

江
戸
た
い
と
う

大
河
ド
ラ
マ
館

が
オ
ー
プ
ン

　

2
0
2
5
年
放
送
の
大
河
ド
ラ
マ「
べ
ら
ぼ
う
〜
蔦

重
栄
華
乃
夢
噺
〜
」の
主
人
公
・
蔦
屋
重
三
郎
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
台
東
区
に
大
河
ド
ラ
マ
館
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。ド
ラ
マ
の
概
要
紹
介
や
、登
場
人
物
の
衣

装
・
小
道
具
の
展

示
、こ
こ
で
し
か

み
ら
れ
な
い
映
像

コ
ン
テ
ン
ツ
等
、

見
ど
こ
ろ
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で

す
。ま
た
、大
河

ド
ラ
マ
館
に
は
、

お
土
産
館
で
あ
る

「
た
い
と
う
江
戸

も
の
市
」が
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

台
東
区
民
会
館
９
階

台
東
区
花
川
戸
２
ー
６
ー
５

２
０
２
５
年
２
月
１
日
〜
２
０
２
６
年
１
月
１２
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

最
終
入
館
時
間
は
午
後
４
時
３０
分

毎
月
第
２
月
曜
日

第
２
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
、年
末
年
始
等

台
東
区
大
河
ド
ラ
マ「
べ
ら
ぼ
う
」活
用
推
進
協
議
会

開
設
場
所

開
館
期
間

開
館
時
間

休
館
日

主

催

大
河
ド
ラ
マ
館
の
概
要

蔦屋重三郎の衣装花の井の衣装

京
町
一
丁
目

江
戸
町
一
丁
目

揚
屋
町

京
町
二
丁
目

江
戸
町
二
丁
目

角
　
町

名所・旧跡MAP

吉　原
奥浅草

賑わう店内

◯
◯
町

※

現
在
の
町
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
江
戸
時
代
の
町
名
で
す
。

吉原遊廓の旧町名由来案内「下町ま
ちしるべ」が域内6ヵ所に設置され
ています。写真は吉原公園入口脇に
ある新吉原江戸町一丁目（台東区千
束4-40-6）の下町まちしるべです。

伏
見
町

大門と耕書堂の
説明板

6

安
永
5
年（
1
7
7
6
）出
版
の
吉
原
細
見

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ルコ
レ
ク
シ
ョン

吉原大門周辺を描いた画には、
「本屋重三郎」と書かれている。

9 8



竜
泉
福
祉
セ
ン
タ
ー「
い
き
い
き
て
ら
す
」

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
竜
泉

ー 

東
京
都
台
東
区 

ー

　

台
東
区
は
、多
く
の
特
性
を
持

つ
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
福
祉
施
設
を
有
す
る
特
養
棟

と
、地
域
で
の
活
動
場
所
な
ど
の

機
能
を
有
す
る
地
域
棟
の
２
棟

を
整
備
し
ま
し
た
。
特
養
棟
は
、

区
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

老
朽
化
に
伴
う
施
設
を
再
編
・
集

約
し
、地
域
棟
は
旧
竜
泉
中
学
校

を
利
用
し
て
い
た
こ
ど
も
ク
ラ

ブ
の
運
営
や
、地
域
の
催
し
物
な

ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
建
設
プ
ロ

ダ
ク
ト
の
ヤ
マ
ト
は
、給
排
水
設

備
工
事
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

所
在
地
：
台
東
区
竜
泉
二
丁
目
10
番

安
心
・
安
全
な
生
活
を
支
え
る
福
祉
施
設

施
設
内
容

延
床
面
積

構

造

高

さ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
竜
泉

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
1
7
6
床
）、

認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

等

9
0
2
4
.7
4
平
方
メ
ー
ト
ル

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
　
地
上
6
階
建
て

2
7
.9
2
メ
ー
ト
ル

建

築

電

気

空

調

給
排
水

施
工
業
者松

村 

・ 

石
井 

・ 

大
三 

・ 

増
田

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

日
本
電
設 

・ 

テ
ィ
ー
ク 

・ 

鈴
木

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

須
賀 

・ 

暁
飯
島 

・ 

浅
草

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

ヤ
マ
ト 

・ 

當
木 

・ 

浅
草

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

施
設
内
容

延
床
面
積

構

造

高

さ

竜
泉
福
祉
セ
ン
タ
ー「
い
き
い
き
て
ら
す
」 

運
動
室
、ホ
ー
ル
、研
修
室
、活
動
室
、

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
、こ
ど
も
ク
ラ
ブ 

等

3
5
7
5
.2
3
平
方
メ
ー
ト
ル

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
　
地
上
6
階
建
て

3
3
.6
7
メ
ー
ト
ル

台
東
区
役
所 

総
務
部
施
設
課 

主
事
　
　
新
藤 

貴
秀 

様

　

私
は
今
年
の
４
月
か
ら
当
現
場
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
現
場
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
と
、現
場
代
理
人
の
新

井
さ
ん
か
ら
図
面
や
書
類
の
こ
と
な
ど
を
詳
し
く
聞
く
と

こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ヤ
マ
ト
さ
ん
の
施
工
は
工

場
加
工
で
ス
テ
ン
レ
ス
管
を
使
っ
て
い
る
の
で
、継
ぎ
目
が

少
な
く
納
ま
り
が
き
れ
い
で
、現
場
作
業
が
軽
減
さ
れ
工
期

短
縮
に
も
寄
与
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。管
理
面
で
は
、協

議
事
項
が
発
生
す
る
た
び
に
、工
事
側
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
す
り
合
わ
せ
を
し
、調
整
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

衛
生
工
事
の
主
な
特
色
は
以
下
と
な
り
ま
す
。

　

私
は
ヤ
マ
ト
さ
ん
と
初
め
て
仕
事
を
し
た
の
で
す
が
、現
場
管
理
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、ス
ム
ー
ズ

に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、大
変
助
か
り
ま
し
た
。新
井
さ
ん
に
は
教
わ
る
こ
と
も
あ
り
、私
の

知
識
や
経
験
不
足
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
き
、感
謝
し
て
い
ま
す
。工
期
が
厳
し
い
中
、う
ま
く

進
め
て
い
た
だ
き
、ヤ
マ
ト
さ
ん
の
ご
尽
力
で
質
の
高
い
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

竜泉福祉センター「いきいきてらす」（左） 特別養護老人ホーム竜泉（右）

特別養護老人ホーム竜泉 玄関

（仮称）竜泉二丁目福祉施設及び地域施設新築給排水設備工事  施工完了写真

施工完了写真施工完了写真

特別養護老人ホーム竜泉 外観

避
難
所
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
に
考
慮
し
、２
棟
と
も
受
水
槽
を
２
階
に
設
置
し
、浸
水

対
策
を
行
っ
た
。ま
た
、受
水
槽
に
緊
急
遮
断
弁
を
設
置
す
る
こ
と
で
災
害
に
よ
る
配
管

破
損
時
に
、飲
み
水
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
水
源
確
保
を
行
っ
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
竜
泉
で
は
常
時
浴
室
利
用
が
あ
る
こ
と
を
加
味
し
、貯
湯
槽
を
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
い
る
際
に
も
お
湯
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
バ
イ
パ
ス
配
管
を
ヤ
マ
ト
の

代
理
人
と
検
討
し
て
実
現
し
た
。

竜
泉
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
整
備
し
、断
水
時
に
は
井
戸
水
を
使
用

す
る
こ
と
で
仮
設
ト
イ
レ
を
使
用
出
来
る
よ
う
に
整
備
し
た
。

ガ
ス
は
災
害
時
に
被
害
を
受
け
に
く
く
復
旧
の
早
い
中
圧
ガ
ス
を
採
用
す
る
こ
と
で
、災
害

時
に
も
安
定
し
て
ガ
ス
利
用
が
出
来
る
こ
と
で
空
調
も
使
え
る
よ
う
に
設
計
を
行
っ
た
。

●●●●
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❶
前
二
子
古
墳
全
景

❷
石
室
か
ら
の
様
子

❸
石
室
内
の
様
子

❻
大
室
古
墳
群
ま
で
の
地
図（
地
理
院
地
図
を
筆
者
編
集
）

❹
副
葬
さ
れ
た
装
身
具

史
跡
め
ぐ
り

郷
土

〈 

群
馬
県
前
橋
市
西
大
室
町 

〉

公
益
財
団
法
人
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
　
専
門
員  

多
賀
谷 

蓮

大
室
古
墳
群

赤
城
山
南
麓
最
大
の
古
墳
群

参
考
資
料

・ 

前
橋
市
教
育
委
員
会
編
２
０
０
５『
大
室
古
墳
群

  

史
跡
前
二
子
古
墳
・
中
二
子
古
墳
・
後
二
子
古
墳
な
ら
び
に

  

小
古
墳　

保
存
整
備
事
業
報
告
書
』

・ 

前
橋
市
教
育
委
員
会
編
２
０
１
５

  

『
東
ア
ジ
ア
か
ら
見
た
前
二
子
古
墳
』

・ 

群
馬
県
教
育
委
員
会
編
２
０
１
７『
ぐ
ん
ま
古
墳
探
訪
』

写
真
提
供

・ 

❹ 

❺　

前
橋
市
教
育
委
員
会

古
墳
群
の
概
要

　

今
回
紹
介
す
る
古
墳
は
、前
橋
市
西
大
室

町
に
所
在
す
る
大
室
古
墳
群
で
す
。J
R
東

日
本「
大
人
の
休
日
倶
楽
部
」の
コマ
ー
シ
ャ
ル

で
、女
優
の
吉
永
小
百
合
さ
ん
が
訪
れ
た
古
墳

だ
と
い
え
ば
ご
存
じ
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
「
大
室
古
墳
群
」は
通
称
で
、こ
の
地
域
に

あ
る
複
数
の
古
墳
を
ま
と
め
て
表
現
す
る
際

に
使
わ
れ
ま
す
。そ
の
う
ち
の「
前
二
子
古
墳
」

「
中
二
子
古
墳
」「
後
二
子
古
墳
な
ら
び
に
小

古
墳
」の
四
つ
の
古
墳
が
史
跡
と
な
っ
て
い
ま

す
。明
治
十
一
年
に
当
時
の
荒
砥
村
民
の
手
に

よ
っ
て
前
二
子
古
墳
お
よ
び
後
二
子
古
墳
の
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
、多
く
の
副
葬
品
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、こ
れ
ら
の
古
墳
は
昭

和
二
年
に
国
史
跡
の
指
定
を
経
て
、現
在
は

日
本
キ
ャ
ン
パッ
ク
大
室
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
多
く
の
人
々
で
賑
わ
う
遺
跡
と
な
っ
て
い
ま

す
。

古
墳
の
時
期
と
か
た
ち

　

各
古
墳
と
も
前
方
後
円
墳（
鍵
穴
状
の
か

た
ち
）で
す
。上
空
か
ら
見
る
と
、ど
の
古
墳

も
東
西
方
向
を
主
軸
に
し
て
築
造
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。築
造
時
期
は
古
墳

時
代
後
期
の
６
世
紀
で
、古
い
順
に
並
べ
る
と
、

前
二
子
古
墳（
６
世
紀
前
半
）↓
中
二
子
古
墳

（
６
世
紀
中
頃
）↓
後
二
子
古
墳・小
二
子
古

墳（
６
世
紀
後
半
）と
な
り
ま
す
。被
葬
者
に

血
縁
関
係
が
あ
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
の
有
力
者
の
墓
が
代
々
つ
く
ら
れ
た
よ

う
で
す
。

　

も
っ
と
も
規
模
が
大
き
い
の
は
中
二
子
古
墳

で
、墳
丘
は
全
長
一一〇ｍ・高
さ
一四.

八ｍ
を
測

り
ま
す
。墳
丘
は
二
段
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
て

お
り
、約
三
〇
〇
〇
本
も
の
埴
輪
が
樹
立
さ

れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。古
墳
の
周
り
を

ぐ
る
り
と
回
っ
て
み
る
と
、そ
の
大
き
さ
を
実

感
で
き
る
で
し
ょ
う
。

県
内
最
古
級
の
横
穴
式
石
室

　

古
墳
時
代
の
は
じ
め
ご
ろ
の
埋
葬
施
設
は
、

墳
丘
頂
部
に
上
か
ら
穴
を
掘
っ
て
造
る
竪
穴

式
石
室
で
し
た
。古
墳
時
代
の
後
期
に
な
る

と
、墳
丘
の
横
側
に
入
口
を
設
け
る
横
穴
式

石
室
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。前
二

子
古
墳
は
、県
内
で
も
早
い
う
ち
に
こ
の
横
穴

式
石
室
を
導
入
し
た
古
墳
で
す
。石
室
の
入

り
口
は
開
口
さ
れ
て
お
り
、実
際
に
石
室
内
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。山
石
を
積
ん
だ
暗
い

石
室
の
中
か
ら
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、こ
の
古

墳
の
被
葬
者
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
気
分
を
味

わ
え
る
で
し
ょ
う
。一
番
奥
に
は
須
恵
器
等
の

副
葬
品
が
復
元
さ
れ
て
埋
葬
当
時
の
状
況
に

置
か
れ
て
お
り
、当
時
の
ま
つ
り
の
様
子
を
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
って
い
ま
す
。

豪
華
な
副
葬
品
の
数
々

　

前
二
子
古
墳
か
ら
は
様
々
な
副
葬
品
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。ガ
ラ
ス
や
水
晶
で
で
き
た
ビ

ー
ズ
、純
金
製
の
耳
飾
り
、管
玉・臼
玉
と
いっ

た
装
身
具
の
ほ
か
、鉄
の
や
じ
り
や
農
工
具
、

さ
ら
に
は
馬
を
飾
る
た
め
の
装
具
な
ど
も
出

土
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
副
葬
品
に
は
朝
鮮

半
島
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
も
の
も
入
って
お
り
、被

葬
者
が
時
代
の
ト
レ
ン
ド
を
い
ち
早
く
取
得
で

き
る
よ
う
な
、ヤ
マ
ト
政
権
と
深
い
か
か
わ
り

の
あ
っ
た
人
物
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

古
墳
群
ま
で
の
ア
ク
セ
ス

　

自
動
車
で
の
来
跡
を
お
す
す
め
し
ま
す
。北

関
東
自
動
車
道
波
志
江
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

か
ら
北
へ
向
か
う
こ
と
約
一
五
分
で
到
着
し
ま

す
。公
園
の
南
北
に
広
い
駐
車
場
が
あ
り
ま

す
。古
墳
の
ほ
か
復
元
さ
れ
た
竪
穴
建
物
も

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。学
び
を
深
め
た
い
人

は
、ぜ
ひ
参
考
資
料
を
一
読
し
て
か
ら
史
跡
へ

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。特
に
保
存
整
備
事
業

報
告
書
に
は
、玄
人
向
け
の
詳
細
な
情
報
が

載
っ
て
い
ま
す
。事
前
に
調
べ
て
か
ら
、史
跡
を

め
ぐ
る
の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
。

お

お
　

　

 

む
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自
然
の
中
の
少
女

　
池
田
実
穂
の
版
画
作
品
に
は
、少
女
が
登
場
す
る
こ
と
が
多
い
。

野
原
を
駆
け
巡
り
、木
々
を
見
上
げ
、風
に
髪
を
な
び
か
せ
る
。

雨
の
日
は
傘
を
差
し
、と
き
に
は
寂
し
げ
な
表
情
も
見
せ
る
が
、

た
い
て
い
は
目
を
輝
か
せ
、強
い
意
志
を
見
せ
て
い
る
。

　
少
女
が
登
場
し
な
い
作
品
で
も
、鳥
や
魚
な
ど
の
生
き
物
が
、

大
自
然
の
中
で
伸
び
伸
び
と
動
き
回
る
。木
版
画
特
有
の
明
快

な
形
が
、動
き
を
伴
っ
た
構
図
の
中
で
躍
動
し
て
い
る
。色
彩
は

明
る
く
カ
ラ
フ
ル
で
楽
し
い
。

　
最
近
、少
女
の
年
齢
が
少
し
上
が
っ
た
と
思
わ
せ
る
作
品
が
多

く
な
っ
た
。昨
年
の《
少
女
四
景
》な
ど
は
思
春
期
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
し
、《
火
の
穂
》で
は
力
強
い
女
性
像
を
狙
っ
た
と
語
っ
て

い
る
。作
品
の
中
で
少
女
も
成
長
し
て

い
る
に
違
い
な
い
。

月
夜
野
町
か
ら

           

カ
ッ
ラ
ー
ラ
へ

　
池
田
実
穂
は
一
九
七
八
年（
昭
和

五
三
）一一
月
、利
根
郡
月
夜
野
町
に

生
ま
れ
た
。月
夜
野
町
は
二
〇
〇
五

年（
平
成
一
七
）一
〇
月
の
町
村
合
併
で

み
な
か
み
町
と
な
り
、月
夜
野
と
い

う
美
し
い
名
称
は
町
名
か
ら
消
え
た
。

池
田
は
そ
の
こ
と
を
ひ
ど
く
残
念
が

っ
て
い
た
が
、ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
美
し

い
響
き
の
月
夜
野
町
の
生
ま
れ
で
あ

る
こ
と
を
、今
で
も
誇
り
に
思
っ
て
い

る
。

　
一
九
九
七
年（
平
成
九
）、沼
田
女
子
高
を
卒
業
し
て
東
京
学
芸

大
学
教
育
学
部
に
入
学
。小
学
校
教
員
養
成
課
程
の
美
術
科
を

卒
業
し
大
学
院
で
も
美
術
教
育
を
専
攻
し
た
が
、熱
中
し
た
の

は
彫
刻
、中
で
も
石
彫
だ
っ
た
。二
〇
〇
三
年
に
大
学
院
を
修
了

す
る
と
、翌
年
イ
タ
リ
ア
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
国
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー

に
留
学
。

　
カ
ッ
ラ
ー
ラ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
な
ど
を
含
む
イ
タ
リ
ア
中
部
の

ト
ス
カ
ー
ナ
州
に
属
し
、古
来
よ
り
大
理
石
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。カ
ッ
ラ
―
ラ
・
ビ
ア
ン
コ
と
呼
ば
れ
る
白
大
理
石
は
、

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
ダ
ビ
デ
像
を
は
じ
め
と
し
て
、世
界
中
の
名

作
を
生
ん
で
い
た
。

　
そ
の
聖
地
と
も
言
う
べ
き
本
場
で
彫
刻
を
学
び
直
そ
う
と
し

た
池
田
だ
っ
た
が
、半
年
も
す
る
と
彫
刻
に
行
き
詰
ま
り
を
感

じ
て
、大
き
な
壁
に
突
き
当
た
る
。「
自
分
に
は
才
能
が
な
い
」と

悩
ん
で
い
た
池
田
に
教
授
が
木
版
画
を
勧
め
た
の
が
転
機
と
な

っ
た
。

イ
タ
リ
ア
と
日
本
を
行
き
来

　
彫
刻
か
ら
木
版
画
へ
の
転
進
と
聞
く
と
、随
分
と
大
き
く
方
向

転
換
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、実
は「
彫
る
」と
い
う
点
で
共
通

し
て
い
た
。そ
れ
で
も
西
洋
で
版
画
と
い
え
ば
銅
版
画
か
石
版
画

が
主
流
で
、木
版
画
は
馴
染
み
の
な
い
技
法
だ
っ
た
。道
具
を
そ

ろ
え
る
の
に
も
苦
労
し
た
よ
う
だ
。

　
木
版
画
を
始
め
て
か
ら
も
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
彫
刻
の
勉
強
は

続
け
二
〇
〇
九
年
に
卒
業
。そ
の
間
も
積
極
的
に
版
画
の
個
展

を
開
い
た
。最
初
の
個
展
は
二
〇
〇
六
年
で
、カ
ッ
ラ
ー
ラ
に
近
い

マ
ッ
サ
市
と
、日
本
に
一
時
帰
国
し
て
東
京（
阿
佐
ヶ
谷
）と
伊
勢

崎
市（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ラ
イ
ム
）で
開
催
。そ
の
後
は
イ
タ
リ
ア
と

東
京
、大
阪
、群
馬
を
中
心
に
作
品
を
発
表
す
る
活
動
が
長
く

続
く
。

　
ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
し
て
か
ら
も
帰
国
し
な
か
っ
た
理
由
は
、

現
地
で
日
本
人
の
彫
刻
家
と
結
婚
し
た
か
ら
だ
。イ
タ
リ
ア
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
だ
ろ
う
。

　
私
が
初
め
て
池
田
実
穂
と
そ
の
作
品
に
出
合
っ
た
の
は
二
〇
一一

年
で
、高
崎
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
R
T 

G
で
の
個
展
だ
っ
た
。こ
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
は
そ
の
後
も
毎
年
個
展
を
開
催
し
て
い
る
。

　職
人
的
な
作
品
制
作

　
日
本
で
は
浮
世
絵
の
時
代
か
ら
木
版
画
は
盛
ん
で
、学
校
で
学

ん
だ
経
験
の
あ
る
人
も
多
い
か
ら
説
明
は
不
要
か
と
思
う
が
、原

画
制
作
だ
け
で
な
く
版
木
を
彫
り
、紙
に
摺
る
と
い
う
工
程
が
あ

っ
て
、あ
る
種
職
人
的
な
仕
事
だ
。池
田
実
穂
の
よ
う
に
色
数
の

多
い
作
品
で
は
、色
の
数
だ
け
版
木
を
彫
る
こ
と
に
も
な
り
、版

ズ
レ
を
避
け
る
た
め
の
正
確
で
慎
重
な
作
業
が
必
要
に
な
る
。良

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、江
戸
時
代
に
は
分
業
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
得
意
な
工
程
を
受
け
持
っ
た
が
、今
日
で
は
す
べ
て
の
工
程

を
ひ
と
り
で
行
な
う
の
が
普
通
だ
。

　
池
田
実
穂
は「
木
版
画
が
自
分
に
ピ
タ
ッ
と
は
ま
っ
た
」と
記

シ
リ
ー
ズ 

群
馬
の
芸
術
家

木
版
画
で
ア
ー
ト
の
可
能
性
を
広
げ
る

池
田
実
穂

美
術
研
究
家  

染
谷 

滋

し
て
い
る
。原
画
制
作
の
真
っ
白
な
紙
に
鉛
筆
を
動
か
す
ワ
ク
ワ

ク
し
た
気
持
ち
、下
絵
を
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
で
版
木
に
転

写
す
る
緊
張
感
、彫
刻
刀
で
版
木
を
彫
る
楽
し
さ
、身
体
全
体
を

使
う
体
力
勝
負
の
刷
り
、ど
の
工
程
に
も
苦
手
意
識
は
な
く
、完

成
し
た
と
き
の
達
成
感
が
一
番
好
き
だ
と
語
っ
て
く
れ
た
。

ヌマ
タ
・ア
ー
ト・ア
ン
バ
サ
ダ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
に
広
が
り
、イ
タ
リ

ア
と
の
往
復
が
困
難
に
な
る
と
、池
田
実
穂
は
一
七
年
間
住
ん
だ

イ
タ
リ
ア
を
離
れ
る
こ
と
を
決
意
し
て
、故
郷
に
近
い
沼
田
市
内

に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
た
。二
〇
二
一
年（
令
和
三
）夏
の
こ
と
で
あ

る
。

　
そ
の
年
の
一
〇
月
一
日
、沼
田
市
は「
ヌ
マ
タ
･
ア
ー
ト
･
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
」に
池
田
実
穂
を
委
嘱
し
た
。芸
術
文
化
で
市
の
発
信
力

を
高
め
た
い
と
い
う
沼
田
市
の
新
し
い
制
度
で
、翌
年
に
は
篠
笛
・

能
管
奏
者
の
富
澤
優
夏
も
加
わ
っ
た
。

　
ア
ー
ト
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
の
活
動
は
、市
庁
舎
内
で
の
展

覧
会
の
開
催
を
は
じ
め
と
し
て
、公
開
制
作
や
講
演
会
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。池
田
の
美
術
を
も
っ
と
普

及
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、市
の
方
針
と
一
致
し
た
結
果
だ
。

　
近
年
の
池
田
実
穂
の
制
作
活
動
は
、木
版
画
だ
け
に
限
ら
な
い
。

ア
ク
リ
ル
画
や
ペ
ン
画
に
も
制
作
の
範
囲
を
広
げ
、二
〇
二
三
年
の

沼
田
市
役
所
で
の
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
は
、ア
ク
リ
ル
画
の

大
作
も
制
作
し
て
い
る
。彫
刻
へ
の
再
挑
戦
も
内
に
秘
め
た
思
い

の
よ
う
だ
。

　
本
年
二
月
に
は
、二
〇
二
四
年
度
の
企
業
メ
セ
ナ
群
馬
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
。池
田
実
穂
の
活
躍
の
舞
台
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
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池
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IH
O
 IK
ED
A

１
９
７
８　

利
根
郡
月
夜
野
町（
現
在
の
み
な
か
み
町
）に
生
ま
れ
る
。

１
９
９
７　

群
馬
県
立
沼
田
女
子
高
校
卒
業
後
、東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
入
学
。

２
０
０
１　

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
小
学
校
教
員
養
成
課
程
美
術
科
卒
業
。

２
０
０
３　

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
美
術
教
育
専
攻
修
了
。

２
０
０
４　

イ
タ
リ
ア
、カ
ッ
ラ
ー
ラ
国
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
彫
刻
科
入
学
。

２
０
０
５　

木
版
画
の
制
作
を
始
め
る
。

２
０
０
６　

イ
タ
リ
ア（
マ
ッ
サ
市
）、日
本（
阿
佐
ヶ
谷
、伊
勢
崎
市
）で
初
個
展
。

　
　
　
　

  

以
後
、毎
年
帰
国
し
て
各
地
で
個
展
発
表
を
続
け
る
。

２
０
０
７　

第
８
回
国
際
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
佳
作
。

２
０
０
９　

イ
タ
リ
ア（
マ
ン
ト
ヴ
ァ
市
）、ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ア
リ
ア
ン
ナ
・

　
　
　
　

  

サ
ル
ト
リ
で
個
展（
以
降
２
回
）。

　
　
　
　

  

カ
ッ
ラ
ー
ラ
国
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
彫
刻
科
卒
業
。

２
０
１
０　

東
京
、八
重
洲
Ｔ

-

Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
個
展
、以
後
２
０
１
６
年
ま
で
毎
年
。

２
０
１
１　

大
阪（
高
槻
市
）、ア
ー
ト
デ
ア
ー
ト
・
ビ
ュ
ー
で
個
展
、以
後
毎
年
。

　
　
　
　

  

高
崎
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
Ｒ
Ｔ

-

Ｇ
で
個
展
、以
後
毎
年
。

２
０
１
３　

前
田
司
郎「
夏
の
半
魚
人
」（
新
潮
文
庫
）の
装
丁
画
。

２
０
１
４　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ウ
ス
市
国
際
絵
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　

  （
現
地
に
て
公
開
制
作
）に
日
本
人
作
家
と
し
て
参
加
。

２
０
１
５　

東
京
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
下
北
沢
で
個
展
、以
後
毎
年
。

２
０
１
６　

沼
田
三
十
六
景
を
制
作
、包
装
紙
と
し
て
沼
田
市
内
に
配
布
。

２
０
１
８　

ミ
ラ
ノ
日
本
国
総
領
事
館
で
個
展
。

２
０
２
１　

帰
国
、沼
田
市
内
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
る
。

　
　
　
　

  

初
代
ヌ
マ
タ
・
ア
ー
ト
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
就
任
。

２
０
２
２　

京
都
市
、中
井
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
個
展
、以
降
隔
年
。

　
　
　
　

  

ヌ
マ
タ
・
ア
ー
ト
・
ウ
イ
ー
ク
２
０
２
２
で
木
版
画
を
公
開
制
作
し
、

　
　
　
　

  

そ
の
作
品
を
市
役
所
と
市
内
の
小
中
学
校
19
校
に
寄
贈
。

２
０
２
３　

第
26
回
鹿
沼
市
立
川
上
澄
生
美
術
館
木
版
画
大
賞
入
選

　
　
　
　

  （
前
年
の
ヌ
マ
タ
・
ア
ー
ト
・
ウ
イ
ー
ク
で
制
作
し
た
版
画
）。

　
　
　
　

  

ヌ
マ
タ
・
ア
ー
ト
・
デ
イ
２
０
２
３
で
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
。

２
０
２
５　

２
０
２
４
年
度
企
業
メ
セ
ナ
群
馬
芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞
。

「駆けるー。」2025年制作 木版画 52x40㎝
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